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ているが、20 世紀初頭の“Global Eurasian Wave of Constitutionalism”におけ
る清朝の役割を包括的に評価するには、上記の国々への清朝からのインプットに関
する分析・考察をさらに充実させる必要がある。   
（２）清末に立憲君主制の導入を志向した知識・政治エリートの議論と同時代に
清朝を打倒して共和制に移行することを志向した革命派人士の議論を比較し、両者
間の差異のみならず共通点や相互作用について、もっと踏み込んだ形で分析するこ
とが求められる。（３）中国近現代史の分野において重要な論点になっている「憲政
を伴わない憲法」の問題について、本論文の構想段階では取り扱う予定となってい
たが、本論文では同問題の重要性について説明がなされただけで、本論文の研究成
果を踏まえた執筆者自身の見解が明示されているといえない。これらの課題は、本
論文の学術的意義を損なうものではなく、あくまで本論文の議論をさらに発展させ
るために、執筆者による検討・対応が期待されるものである。また、本論文が出版
されるまでの過程において十分対応が可能なものであると判断される。以上により、
本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
